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表 紙 説 明 


今回の表紙写真は、平城遷都 1300 年記念事業で


盛り上がっている奈良時代の都、平城京跡です。写


真上は、大極殿、写真下は、大極殿から朱雀門を望


んでいます。大極殿に立てば、当時の最高権力者の


気分になれるかも？ 
(鏡原 記） 


表紙説明を右下に配置して下さい 
後は、見栄えの良いレイアウトで


お願いします。 
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定年を迎えて 
 


所長代理 白木 音信 
 
あっという間の 7 年 10 ヶ月でした。平成 15 年 2 月 1 日から嘱託として採用され、半年


を経たないうちに職員としていただき、この 11 月末に定年を迎えることになりました。 


入所当時、環境部門のリーダーとして嘱託職員（と思います）で週 2日程度勤務の方がお


られ、その下という位置づけでした。部下となる職員が男性 1名（現在課長代理の阪部氏）


と女子職員 4 名の人員としては十分な配置でした。与えられた業務は技術的な指導と環境


計量士として必要な業務でした。 


その当時の印象ですが、分析機器はほぼ一通りのものは揃っており人員も揃っているが、


本当に分析業務を実施してきていたの？という疑問でした。必要な機器は揃っているけれ


ど、最も人員と時間を要する前処理を行う部屋が余りに狭く、またどう見ても 2～3試料程


度しか平行して処理することができない程度のガラス器具類。疑問に思ったとおり、余り


多くの試料は処理できず、機器分析室に並んだ立派に見える機器類はほとんど出番が無く


飾ってある状態でした。 


もう 1 点驚いたことがあります。入所前から土壌汚染をオンサイトで分析する移動測定


車を関西で企画作成したところがあるという事は環境新聞などで読み知ってはおりました


が、当時は環境分析を行っているところにしては聞かない名前の会社との認識しかありま


せんでした。まさか自分がそのような先端技術を誇る企業で技術指導することになるとは


思いもよりませんでした。 


ジオフレンドを女性職員に案内してもらいその説明を聞くと一部間違いはありましたが、


概ね正確に原理までも説明できていたのには多少驚きました。ジオフレンドが出動する時


は常に同行して現地へ行き打ち合わせや説明役を引き受けておりましたが、残念ながら私


よりも 1年早く引退してしまいました。 


分析や化学知識があるのは前述の阪部氏のみでしたが、専門分野は違っても優秀な職員


ばかりだったので、2年後の16年度末には5000万円を計上し黒字化するまでになりました。


その後は残念ながら 20 年度、21 年度に事業利益が出るまでは赤字続きの部署となってしま


いましたが。その間メンバーも結婚退社などでずいぶん入れ替わり現在では阪部課長代理


と女子職員 1 名、パートさん 1 名の実質 3 名で環境を切り盛りしています。また料金の見


直しなども行ったので、収入金額は 16 年度に及びませんが、仕事量としては当時よりも多


く処理しており、能力はずいぶんアップしています。現在の業務量の 2 倍程度を処理する


能力は保有していると思います。技術的な面では私の出番はもう無いかなと考えていると


ころです。 


私事ですが、12 月以降も嘱託としてお世話になることとなりましたので、今後ともよろ


しくお願い致します。今後は環境部門の受託量向上に努めたいと考えていますので皆様方


の所へもお願いにあがることもあろうかと思います。その節は是非世間話でもお付き合い


下さいます様よろしくお願い致します。 
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開催案内 
 


第 31 期 臨時総会 開催のお知らせ 
 
                  記 
 
  日 時 ：平成 22 年 11 月 26 日（金）   14：00～15：00 
  場 所 ：大阪キャッスルホテル＜天満橋＞ 
   
   
 
 
 
 
           創立 30 周年記念式典および祝賀会 
 
                 
 おかげ様を持ちまして、協同組合 関西地盤環境研究センターも創立 30 周年を迎えることが


できました。 
これも、日頃より組合員の皆様方はじめ関係各位の方々によるご支援・ご協力の賜物と心より


感謝申し上げます。 
 創立 30 周年にあたり、当センターの今後の更なる発展を目指して、「創立 30 周年記念式典」


を開催させて頂くことと致しました。 
 
 記念式典に引き続きまして、ささやかでは御座いますが「祝賀会」を開催させて頂きます。 
 
 
 


記  
 
 


開催日  ：平成 22 年 11 月 26 日（金）   
記念式典 ：15：30～16：30 
祝賀会  ：17：00～19：30 


  場 所  ：大阪キャッスルホテル＜天満橋＞ 
  参加者  ：ご来賓、組合企業ご代表、表彰対象者、センター職員（150 名を予定）  
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ビール片手に、ワイワイガヤガヤしませんか!?  


 


    【アフター５ ワイガヤ広場】開催報告（No.１１） 
去る 9 月 27 日、当センター3 階会議室において、第 11 回ワイガヤ広場が開


催されました。当日は髙村勝年理事長をはじめとして、約 20 名の参加を得まし


た。 
ここ数回のワイガヤ広場開催のセレモニーとして行っている、センター職員


の自己紹介を私、中山が行いました。生い立ちにはじまり、関西大学土質研究


室で培った「マサ土」の知見(マサ土の定義、一般的な砂質土との違い、不攪乱


試料採取の困難さとネイルサンプラーの特徴、関西地区の主な産地と特徴、そ


して修士課程で行ったマサ土の浸水時の強度低下と風化度の関係を発表しまし


た。マサ土の話題提供を私の恩師である西田一彦顧問の前で行うことは何か気


恥ずかしい思いでいっぱいでした。しかし、ほんの 20 分程度の話題でしたが、


約 30 年前の記憶をたどり、自分の修士論文を振り返る良い機会になったことを


添えておきます。 
その後は恒例の乾杯に続き、この 9 月に定年を迎える寺本さんが、30 年のセ


ンター生活の思い出を披露し、そして新しい生活のスタートに対する思いを熱


く語って頂きました。最後は集合写真で締めくくりました。 
(文責 広場管理人代理 中山) 


写真-1  熱く・楽しく語る寺本さん       写真-2 最後は集合写真で 
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ビール片手に、ワイワイガヤガヤしませんか!?  


 


    【アフター５ ワイガヤ広場】開催報告（No.１２） 


先日 10月 15 日(金)午後 5時 30分より第 12回ワイガヤ広場が大阪キャッスルホテルで開催


されました．当日は午後よりセンターの支援サービス小委員会主催「技術者交流会」と雇用能


力開発機構の補助金対象事業の「メンタルヘルスセミナー」が開催されており、それらに参加


頂いた方々を含め 40 名程度の盛大な会となりました。 


毎回、何らかの形で、業界の話題・新しい技術・研究的テーマ・そしてセンター職員の自己


紹介などがありますが、今回は上述の行事に引き続いており、乾杯のあと暫く、皆さん空腹を


満たすべく料理に酒に挑んでおりました。 


とくに当日は初参加の方は、「技術者交流会」出席者して頂いた方々で、その多くが 20 代の


若い方であることが今回の特徴です。そして、司会者の無茶振りにも係わらず、参加した印象


を順に述べて頂きました。多くの参加者が一同に、明るい話題の少ないこの時代、このような


ワイワイ騒ぐことができ、また同業他社の中でも普段あまり顔を合わすことのない人との交流


ができるよい機会との印象を持っておられたことは主催者側としてうれしい限りでした。そし


て下の写真のように楽しい顔のまま、会はお開きとなりました。 


 
次回のワイガヤ広場開催は、12 月予定です。 


詳細については、次号センターニュースに掲載いたします。 


         （文責 広場管理人代理 中山) 
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編集後記 


 
 すっかり秋めいてきました。このセンターニュースが皆様のお手元に届く頃は深まりゆ


く秋を満喫できる頃合ではないでしょうか。つい先日、大阪駅の東海道線ホームにて京都


方面の乗車待ちをしていると、視線の先に“トワイライトエクスプレス号”が出発すると


ころでした。ご存知のように大阪－札幌間を走る寝台特急です。私はこの名前の響きが実


にいい得て絶妙であると感心しています。まだ乗ったことはありません。一度でいいから


札幌行きに乗りたいナア、と常々思い抱いています。ゆっくりと札幌に向かい出発する電車


に、完全に意識をさらわれていました。 
 最近、テレビで鉄道の紀行番組が多いように感じます。私自身好きで、よく観ています。 
『行った気になる』とまではいかずとも、なんとなくリラックスする気分にさせられます。


また、必ずといって良いほど温泉が登場してきます。これからが温泉の本番ではないでし


ょうか。しかし、世間で言われている『源泉掛け流し』の意味が私は良く解りません。自


然は人間の都合のいいように温泉を提供してくれますでしょうか。人に適温な温泉が地面


から沸いて出るのは難しいはずですし、浴槽の片隅からチョロチョロと出ている程度では


衛生的に無理があるように思うのは私の意固地でしょうか。とは言うものの、温泉は好き


です。家派もいいですが、ときにはリラクゼーションに出掛けてみたいものです。 
（本田 記） 
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技術者紹介コーナー（第 80 回） 
所  属：株式会社ダイヤコンサルタント関西支社 


氏  名：小島 幹生（こじま みきお） 


出 身 地：愛知県豊川市西塚町 


生年月日：1985 年 10 月 4 日 


 


当社の先輩である鏡原さんから依頼をうけまして、僭越ながら自己紹介をさせていただ


きます㈱ダイヤコンサルタント関西支社の小島と申します。とはいえまず鏡原さんの紹介


からさせていただきます。お酒を飲むと非常におもしろくなる先輩であるのですが、仕事


中は真剣そう（？）に業務をしており、また私が学生時代には大学にやってきて一緒に研


究をしていたりと非常に活動的で経験豊富な先輩であります。ぜひともみなさん鏡原さん


と出会った際には飲みに誘ってみてください。 


私の紹介をさせていただきます。まだ入社３年目であり、なにをするにしても新鮮であ


り楽しくいろいろ学ばせていただいております。出身は愛知県の田舎のほうであり、関西


はおもしろそうという理由から大学で大阪に出てきたっきり関西の居心地の良さにどっぷ


りはまってしまい、そのまま今にいたるまで関西に居座っています。趣味の話など簡単に


自己紹介をさせていただきます。 


 


＜棒高跳び＞ 


私の趣味を考えるとお酒かスポーツしか思い浮かばず、珍しいであろうスポーツを紹介


します。中学から陸上競技をしており、その中でも珍しい部類にはいるであろう棒高跳び


を専門としています。棒高跳びはかの有名なセルゲイ・ブブカが６ｍ１４ｃｍという世界


記録をもっている棒を使っていかに高く跳ぶかという競技です。ちなみに昔は日本選手も


非常に強くベルリンオリンピックではメダルをとったこともあるんです。これは昔棒高跳


びの棒に竹を使っていたため日本では良質な道具が手に入ったということもあるみたいで


す。中学から始めた棒高跳びですが、学生時代の後輩と４mが跳べなくなるまでは競技を続


けると約束しまして、いまだ現役（？）で競技を続けております。私が思う棒高跳びの魅


力としてやはりバーを跳べた時の爽快感があります、跳んだ瞬間にはその競技場の誰より


も高い所に自分がいるわけです（観客はぬきにして）。あと着地するまでのなんともいえな


い優越感です。日常生活でなかなかあの高さまであがり落ちてくるということはないよう


に思います。歯が折れたり、火傷したりと少々危険なところもありますが一度体験してし


まったらやめられません。なかなか棒高跳びをやる機会はないと思いますが、もし見かけ


る機会がありましたらマイナー競技を応援していただけたら幸いです。 


 


＜次回予告＞ 


次回は、私の同期で設計部に所属しています尾山さんを紹介したいと思います。 
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【シリーズ：不確かさのすすめ ⑤ 】 


顧問 澤 孝平 


前回に引き続き、標準不確かさの算出方法について解説する。 


 


（２）測定の繰返しによる標準不確かさと試料の違い（均質性）の影響 


含水比試験の結果に影響する要因の内、②測定者、④試料の量、⑤乾燥時間、⑥乾燥炉の位置


については、各要因のグループごとに 5 つの試料による繰返し実験を行っている。各要因のグル


ープ数は測定者が 5名、試料の量が 3種類、乾燥時間は 2ケース、乾燥炉の位置は 3箇所であり、


それぞれのグループに 5 個ずつの試料を用いて繰返し測定を行っている。表 3.3（前号に記載）


では、分散と分散の期待値を用いて変動要因の標準偏差（標準不確かさ）を求め、要因ごとに繰


返しの影響（標準偏差と標準不確かさ）も計算した。 


この検証実験では、各要因のグループごとに 5 個ずつの違う試料を用いているので、試験の繰


返しと試料の違い（均質性）が交絡した成分の不確かさは要因ごとに見積もるのではなく、使用


した試料の全数について計算する方が合理的である。ただし、④では試料の量の違いにより均質


性のばらつきが生じている可能性があるため、ここでは、②、⑤、⑥の分散分析結果に基づき検


討する。これら 3要因の検証実験で用いた試料の個数は(5＋2＋3)×5＝50 個である。その分散分


析表の内、変動と自由度及び分散は表 3.4のようである。 


試験の繰返しと試料の違い（均質性）が影響しているのは、表 3.4 のグループ内の変動・分散


であるので、変動の合計と自由度の合計から分散を求め標準偏差 eσ を次のように算出できる。 


   (%)53898.0
12820


4001.09280.12920.9
=


++
++


=eσ    (3.4) 


含水比試験では普通 3個の試料の平均値を最終結果とするので、試験の繰返しと試料の違い（均


質性）による標準不確かさ )(wuSQ は次のようである。 


    (%)3112.0353898.03)( === eSQ wu σ    (3.5) 


 


（３）要因と試験結果に線形関係のある場合の標準不確かさ 


湿潤試料を110℃の乾燥炉に入れておく時間は厳密には


規定されていない。乾燥時間を多くすると土中の水分が多


く出ていくため、求める含水比は大きくなる。実際には含


水比の試験結果が変化しない程度まで乾燥させるはずで


あるが、一般に採用されている 18 時間と 24 時間で 5個ず


つの試料を実験した結果は、図 3.1 である。このように、


要因と試験結果に線形関係が認められる場合は、その線形


関係を用いて次のように標準不確かさを算出する。 


先ず、乾燥時間のばらつきは 18 時間～24 時間の間で、


平均 21 時間、半値幅 =a 3 時間の一様分布に従うものと


して、乾燥時間 t  の標準不確かさ )(tu  は一様分布の標準偏差から次のようである。 


    （時間）7321.1333)( === atu    (3.6) 


表 3.4 測定者・乾燥時間・乾燥炉の位置の違いによる含水比の影響を示す分散分析表の一部 


変動 自由度 分散 変動 自由度 分散 変動 自由度 分散


グループ間 4.4384 4 1.1096 0.4410 1 0.4410 0.1597 2 0.0798


グループ内 9.2920 20 0.4646 1.9280 8 0.2410 0.4001 12 0.0333


合計 13.7304 24 2.3690 9 0.5598 14


σe
2


変動要因
測定者 乾燥時間 乾燥炉の位置


分散の期待値


σe
2
+5σA


2


 
図 3.1 乾燥時間と含水比試験結果との関係 
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表 3.5 天秤の校正結果 


風袋荷重(g) 公称値(g) 偏差(g) 拡張不確かさ(g)


0 3000 0.000 ±0.040


0 700 0.010 ±0.013


0 1500 0.000 ±0.030


0 2200 0.000 ±0.040


1000 700 0.000 ±0.013


1000 1500 -0.010 ±0.030


次に、乾燥時間 t (時間)と含水比 w (%)の間の関係式（モデル式）として、図 3.1の線形近似式


を用いることとする。線形近似式は次のようになる。 


tw 0700.062.41 +=    (3.7) 


乾燥時間の影響による含水比の標準不確かさ )(wuDT は、式(3.7)に誤差の伝播則を適用し、これ


に乾燥時間の標準不確かさ及び線形近似式を代入すると、次のように算出できる。 


)()( 222 tu
t
wwuDT ⋅⎟
⎠


⎞
⎜
⎝


⎛
∂
∂


=         (3.8) 


∴ %)(1212.0)(7321.1)%(0700.0)()( =×=⋅⎟
⎠


⎞
⎜
⎝


⎛
∂
∂


= 時間時間tu
t
wwuDT      (3.9) 


 


3.2 既存資料による標準不確かさの算定（Bタイプ） 


試験に用いる各種の測定機器には必ずかたよりやばらつきがある。測定機器の精度は直接測定


結果に影響するので、日常点検や定期点検が必要である。その結果として検査機関から発行され


る校正表は測定機器の品質を保証するものであり、年に一度はそれを更新することが望ましい。 
校正表のように、既存の資料によって測定の標準不確かさを求める場合、これを B タイプと呼


ぶ。校正表以外に過去の研究成果として、試験結果のばらつきに与える要因の影響が明らかにな


っている場合は、その成果を利用する。蒸留水の水温と密度の関係のように既存資料が準備され


ている場合は、水温の不確かさから蒸留水の密度の不確かさを求めることができる。 
今回の含水比試験の際に am （湿潤土＋容器


の質量）、 bm（乾燥土＋容器の質量）及び cm（容


器の質量）の測定に使用する天秤はエーアンド


ディ製の電磁力平衡型秤 FX-3000 であり、校


正は年に 1 回行っている。直近の校正表によ


ると、拡張不確かさなどは表 3.5のようである。


ここに、拡張不確かさとは、測定結果の不確か


さとして標準不確かさを k 倍するものである。


k を包含係数といい、普通 2=k とする。 
今回の実証実験における am 、 bm 、 cm の測定値は 100 g までであるので、拡張不確かさとして


は表 3.5の公称値の内で最も小さい 700 g に対するものを採用することにし、±0.013 g（ 2=k ）


とする。従って、天秤の標準不確かさ )(0 mu は次のようである。 
(g)0065.02013.0)(0 ==mu    (3.10) 


天秤にかたより（例えば質量を大きめに表示する）があれば、 am 、 bm 、 cm のいずれも真値よ


り大きめに表示されることになる。これは系統的誤差といわれるものであり、 am 、 bm 、 cm の測


定値間にはこの系統的誤差に相関があると考えられが、今回の解析ではこの相関を無視すること


にする。それは、 am 、 bm 、 cm に関わる天秤の標準不確かさ (g)0065.0)()()( 000 === cba mumumu の内、


上記の相関に基づく系統的な成分を無視すれば、標準不確かさは 0.0065 g よりも小さくなる可能


性があるからである。さらに、試験結果の不確かさに占める天秤の不確かさの寄与は小さいので、


その中で相関に基づく系統的な成分を無視しても問題はないからである。 
一方、測定器の標準不確かさの考え方として、測定器の最小目盛り⊿について B タイプの評価


を適用することもできる。今回の天秤の場合、最小目盛りは 0.001 g であるので、一番近い目盛


を読むときの不確かさはその半分（0.0005 g）を超えることがなく、これを一様分布の不確かさ


とみなすことができる。すなわち、真の読みは 0.001 g 区間の中のどこか（±0.0005 g 以内）に


入るはずである（一様分布）として、標準不確かさは最小目盛りの半値幅（0.0005 g）を√3 で割


ることにより求める。このような考え方で求めると、質量測定の標準不確かさは 0.000289 g とな


る。これは式(3.10)で求めた標準不確かさより小さいため、今回は式(3.10)の値を質量の標準不確


かさとして用いることにする。 
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（社）地盤工学会関西支部主催 第 52 回実技セミナー 
「地盤改良入門 ―室内配合から六価クロム溶出試験、液状化判定―」開催報告 
 


地盤技術課  松川 尚史 
 
 （社）地盤工学会関西支部主催の「第 52 回実技セミナー」が平成 22 年 9 月 29 日（水）


当センターにて開催されました。参加者は学生の方を 1 名含めた合計 31 名と多くの方に参


加していただきました。テーマは「地盤改良入門 ―室内配合から六価クロム溶出試験、


液状化判定―」ということで、室内配合試験から六価クロム溶出試験、そして繰返し非排


水三軸試験(液状化試験）の実技(実習と見学)、最後に地盤改良についての講演と盛りだく


さんの内容で行われました。 
 
以下に今回のセミナー内容について簡単に紹介いたします。 
 
1. 室内配合試験 
 ここでは、当センターの中山所長が講師となって、配合試験についての一通りの説明が


なされた後、実際に参加者の皆さんにセメント改良土供試体を作成していただきました。


含水比の高いドロドロの試料を使用したため、服などがかなり汚れるのではと思っていた


のですが、それほど、汚れることもなく皆さん作成されていました。 
 続いて、セメント改良土供試体（養生済）を用いた一軸圧縮試験の実習をしていただき


ました。一軸圧縮試験の前に供試体の端面成形（頭切り）も各自で行ってもらいました。


やはり参加者の皆さんの中には、非常に素早く器用に端面成形をやられる方、あるいは非


常に丁寧に時間をかけてやられる方がいらっしゃいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


写真-1 改良土の作成状況 写真-2 改良土供試体の端面成形状況 







- 7 - 


2. 六価クロム溶出試験 
 セメント改良土の一軸圧縮試験に続いては、六価クロム溶出試験についての実習をして


いただきました。ここでは、当組合の白木所長代理が講師になり、「試料の粉砕」→「試料


調整（2mm カット）」→「溶出作業」→「ろ過」→「pH 調整」→「薬品を入れての発色」


→「分光光度計での測定」→「データ整理」と六価クロム溶出試験の一連の流れについて、


説明を加えながら見学していただき、参加者の方々にも試料の粉砕・試料調整などを行っ


ていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 液状化試験見学 
 続いては、液状化試験の見学を行いました。当センターの遠藤係長が試験についての説


明をしながら、試験を行いました。ここでは、見学ということであまり時間をとっていな


かったのですが、皆さん実際の試験を見る機会がないということで、熱心に見学・質問さ


れる方が多数いらっしゃったので、予定時間では足りないくらいでした。「地震・耐震」に


係わる試験として、皆さんに興味があることがわかりました。 
4. 環境分析機器見学 
 実習の最後は、環境分析室見学ということで、参加者の皆さんは普段あまり見ることが


ないと思われる分析室の見学を行いました。ここでも、普段から見慣れていない分析機器


なのか、皆さん熱心に見学されていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


写真-3 六価クロム溶出試験の説明状況 写真-4 液状化試験の説明状況 


写真-5 環境分析室の見学状況
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5. 地盤改良についての講演 
 セミナーの最後として、株式会社不動テトラの小松 陽氏を講師に迎えて地盤改良につ


いて講演していただきました。ここでは、「地盤改良入門-固結工法を中心として-」という


テーマで、「地盤改良工法の原理や固結工法の位置づけ・用途」、「固結工法の分類や種類」、


「固結工法設計」そして「これらの適用事例」についての講演でしたが、非常に丁寧に説


明していただきました。いろいろな改良工法だけではなく、当センターで実施している室


内配合の位置づけについての説明もあったので、我々センター職員にとっても非常に意義


のある講演であったと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に、昨年度に引き続き今年度も当センターにて地盤工学会関西支部の実技セミナー


を開催いたしました。今年度も非常にたくさんの方に参加していただき、盛況に開催する


ことが出来ました。やはり、センターを挙げてのセミナーであったので、高村理事長はじ


め佐藤専務理事、中山所長以下センター全職員、アルバイトの皆様のご協力のおかげで何


とか無事にセミナーを終えることが出来ました。心より感謝いたします。ありがとうござ


いました。 


写真-7 地盤改良の講演状況 
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「GETRｅC フェイズⅠ規格」の普及講習会 開催報告 


 


環境技術課 阪部秀雄 


 


平成 22 年 10 月 7 日、協同組合 関西地盤環境研究センターおよび協同組合 地盤環境技術研


究センターの主催で、「GETReC フェイズⅠ規格」の普及講習会が開催されました。 


講師には、東京青山・青木・狛法律事務所 ベーカー＆マッケンジー外国法事務弁護士事務


所の弁護士で中央大学法科大学院教授である太田秀夫 氏、並びに、協同組合 地盤環境技術研


究センター 理事 西田道夫 氏を迎え、それぞれの立場よる土壌汚染に関する講義をしていただ


きました。 


(1) ｢汚染土地取引の実務｣ - 改正土壌汚染対策法の影響 - 


先ずは、太田秀夫氏より弁護士としての立場からみ


た土壌汚染について、①現在の土壌汚染対策法(土対


法)までの簡単な流れ ②汚染土地売買の私法的取決


めと土対法 ③フェーズⅠと汚染土地売買の売主の責


任(私法的取決めの視点から) ④土対法の調査を規定


する条文と実務 ⑤フェーズⅠの重要性と信頼性(土


対法の視点) ⑥汚染土地取引の留意点と実務(土対法


の視点から) 以上 6項目の内容で説明されました。


我々の業界とは違う視点での話は、大変興味深く参考になりました。 


 


(2) フェイズⅠ調査規格 2010 - 国内版フェイズⅠ環境サイトアセスメント実施手順 – 


続いて、西田道夫氏より地質調査業として土壌汚染


に長年関わってきた立場から、フェイズⅠの重要性


について説明されました。 


わが国には公認されたフェイズⅠの規格は存在せ


ず、調査会社が異なればフェイズⅠの内容が異なる


ような実態です。その結果、フェイズⅠの信憑性は


決して高いものではありません。協同組合 地盤環境


技術研究センターでは 2003 年よりアメリカの ASTM の


｢環境サイトアセスメント フェイズⅠ・Ⅱ技術マニュアル｣の翻訳・販売をはじめに、現在に至る


まで積極的にフェイズⅠに力をそそぎ、2010 年に GETReC｢フェイズⅠ調査規格 2010｣ を作成し発


表しています。アメリカにおけるフェイズⅠの重要性を認識することができ、意義深い話であ


りました。 


平成 22 年 4 月１日より施行されている改正土壌汚染対策法では、調査を適性かつ迅速に実


施するために、土壌汚染が存在する恐れの判断が重要な点となります。また、今回のフェイズ


Ⅰ講習会の内容は、来る 12 月 19 日に実施される初回の土壌汚染調査技術管理者試験にも十分


役立てることが出来ることと思いました。 
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『平成 22 年度 技術者交流会』 開催結果の報告 


 


地盤技術課 鈴木 剛 


 


『平成 22 年度 技術者交流会』（平成 22 年 10 月 15 日 13：30～15：30、大阪キャッスルホ


テル）の開催結果を報告致します。 


昨年度初めて当会に参加しましたが、参加者全員の投票結果により、まんまと今回の司会に


抜擢されてしまいました。あれから１年、今年度の交流会の討議テーマを何にするか。最近の


トピックスは？年齢・男女を問わず幅広い参加者が集まれるテーマは？ 


悩んだ挙げ句に設定したテーマは、『わたしのストレス解消法』です。これなら誰もが経験


していますし、身近な話題であろうと。 


参加者は表-1 に示す 10 名。その内訳は、年齢層で 25～45 歳、男女比率が男性 8 名・女性 2


名、職種は技術系 9 名・総務系 1 名の構成となりました。30 歳前半までの方が 7 割と非常に


若い顔ぶれとなり、少し驚きを感じました。 


 


表-1 平成 22 年度 技術者交流会参加者一覧 


 


さて、一般的なストレスとしては、下記のようなものが上げられます。 


Ａ.仕事の量 


Ｂ.仕事の難しさ 


Ｃ.煩わしい人間関係 


Ｄ.経済的な問題 


etc 


今回参加した 8 割の方が抱えるストレスは、“Ａ.仕事量の多さ（繁忙期の残業量）”を第一


に上げられていました。他には、“やりたい仕事が他人へ回ってしまうこと”、“チーム内の年


齢が離れていて協調しづらいこと”、“業務外の論文作成の労力が大変”などの意見も出ました。 


 


 


発表


順 
氏 名 所属機関 


備


考 


1 鈴木 剛 協同組合関西地盤環境研究センター 
司


会 


2 松尾 賢太郎 中央開発株式会社  


3 江本 聡志 国際航業株式会社  


4 松尾 雄一 国際航業株式会社  


5 尾山 寿史 株式会社ダイヤコンサルタント  


6 南 幸孝 株式会社サンコーコンサルタント  


7 杉本 浩士 株式会社タニガキ建工  


8 中橋 則子 株式会社関西地質調査事務所  


9 松本 孝之 株式会社関西地質調査事務所  


10 楠本 奈津子 協同組合関西地盤環境研究センター  







- 11 - 


一般的なストレス解消法としては、下記のようなものが上げられます。 


①楽しむ・見る・感動する（いわゆる趣味的なこと：映画、音楽、テレビ、アニメ、漫画、


小説、スポーツ観戦、インターネット、ゲーム、収集・コレクション、ペット、アウトドア、


カメラ、博物館、動物園、自然観賞、旅行、・・・） 


②美味しいものを食べる・飲む（好物、甘味、お酒、・・・） 


③寝る 


④運動する 


⑤香を炊く・アロマテラピー・部屋のリフレッシュ 


⑥人とのコミュニケーション（会話、相談、メール、ブログ、チャット・・・） 


今回参加した方が上げたストレス解消法は、①③⑥（重複意見）を実践しているという意見


が 5～6 割を占める結果となりました。これ以外には、“週に一回ノー残業デーを設ける”、“嫌


なことは極力忘れる”、“早寝・早起きの規則正しい生活リズムを作る”という貴重な意見も出


ました。 


いずれにせよ、ストレスを解消するには、次の４つが重要と思います。 


ⅰ.日頃から喜怒哀楽をはっきりさせると、ストレスが溜まりにくくなる。 


ⅱ.一番興味がある事、時間を忘れて没頭できるような趣味を持つ。 


ⅲ.自分の好きなことには、それに楽しむよう集中してやる。 


ⅳ.自分の趣味を十分に楽しんでストレス解消した後は、明日も頑張ろうという気持ちをも


つ。 


今回の交流会を始めるまでは、毎回のごとく人数集めにまず苦労し、また会社推薦で来られ


たノープラン・ノーペーパーの参加者が半数と、不安一杯の中で当会の進行を努めさせて頂き


ました。最終的には参加人数二桁、予定時間をまるまる使い切り、他人のストレスやその解消


法が参考になったという感想も頂くことができ、ほっと胸をなで下ろしています。なお、次回


については、司会者やテーマを決めることがストレスになってはと、決め無い形で閉会してお


ります。 


最後に、参加者のみなさまありがとうございました。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


写真 -1 技術者交流会の模様 
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中小企業人材確保推進事業コーナー 
 
資料配布案内 
『雇用管理マニュアル』を作成しました 各社に配布済みです、ご活用下さい。 
 
 「雇用管理」は、従業員のモチベーションに左右し、仕事の成果に影響を与えます。最終的


には、優秀な人材の流出につながり、企業の存続にまで影響しかねません。また、従業員にと


っても、自身とその家族の生活を左右する重要な関心事です。正しい「雇用管理」が行われて


いるということは、従業員にとっても働きやすい職場の一要素になります。そのような職場の


環境作りのために、本マニュアルを参考にしていただければ幸いです。（はじめにから抜粋） 
 目次を以下に示します。追加を希望の方は、センターまでお問い合わせ下さい。 
 


目  次 


はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 


１．雇用管理マニュアルとは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 


２．雇用管理マニュアルの体系・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 


（１）雇用 


１．従業員の募集・採用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 


２．採用・雇用契約の締結・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４ 


３．雇用契約書等の作成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４ 


４．労働者名簿の作成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５ 


５．パート労働者の雇用の場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６ 


６．試用期間中の労働者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７ 


７．賃金の支払い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７ 


８．就業規則の作成・提出･・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９ 


        （２）退職 


１．労働契約の終了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １２ 


２．退職の手続き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １２ 


３．定年退職時の注意点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １４ 


４．定年の引き上げと継続雇用・・・・・・・・・・・・・・・・・   １５ 


５．解雇する場合の注意点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １７ 


６．解雇制限（解雇してはいけない場合）・・・・・・・・    １９ 


        資料  （１）～（１３） 


 
アンケート 
『雇用管理実態アンケート調査』終る 後日、製本のうえ配布いたします。 
 中小企業人材確保推進事業を効果的に展開するために、雇用管理の実態を把握し、改善項目


の優先度を決める資料とする目的で実施しました。31 社（全 42 社）および 86 名の従業員の方々


から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。 
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中小企業人材確保推進事業コーナー 
開催報告 
『メンタルヘルスセミナー』を開催しました 


 


メンタルヘルスとは、心の健康のことです。最近は、働く人たちのメンタルヘルスの悪化が


社会問題化しつつあります。社員のメンタルヘルスの悪化は、企業に大きな影響を与えます。


職場の能率の低下、ミス・重大な事故の発生、労働日数の損失、訴訟などです。このようなこ


とからメンタルヘルスの問題は、企業全体で取り組むべき課題となっています。 


今回は、専門の方に分りやすく解説していただき、理解を深める場にしたいと思い下記のと


おり企画しました。参加者としては、人事担当者・経営者、さらには直接的にもっとも関係す


る管理職の方などを期待していましたが、この日に実施した『技術者交流会』参加の若手技術


者も加わり、効果的に終りました 


記 
テーマ：「メンタルヘルスの基礎知識」 
講 師：玉城 洋介氏（公益財団法人日本生産性本部 メンタル・ヘルス推進センター） 
日 時：平成 22 年 10 月 15 日   15：45～17：15  
場 所：大阪キャッスルホテル＜天満橋＞ 
参加者：30 数名（お忙しい中、ありがとうございました） 
 


【内容（タイトルのみ）】 当日のパワーポイントを必要な方は、センターまで申し付け下さい 
１．働く人のメンタルヘルスの現状 
２．ストレスを知る 
３．こころの病の基礎知識 
４．健康な組織をつくるために ～マネジメントのヒントとして～ 


写真-1：講義をする玉城氏 写真-2：聴講者の方々 
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創立３０周年記念行事   人材活性化フォーラム 


『関西の力、土木の未来』 のご案内 
～～ 産・官・学の立場を超えて、視点を変えて、 


           世界を拡げて、未来をつくろう ～～           
   


主 催 ： 協同組合 関西地盤環境研究センター 
協 賛 ： 関 西 地 質 調 査 業 協 会 


              地盤工学会関西支部 ・ 土木学会関西支部 
協同組合関西地盤環境研究センターは、創立 30 周年の区切りの年を迎えました。今後も、過去に築


いてきた「信頼性」と未来にむけての「先見性」を、業界の方々や社会・市民に向けて発信していき


たいと考えています。その一環として今年度も昨年に続き“業界に働く人を元気にするフォーラム”


を以下の要領で開催いたします。元気になりたい方、内容に興味をもたれた方、その他どんな方でも


大歓迎です。奮ってご参加下さい。 
【開催の趣旨】 


業界の現状は、公共事業の大幅削減により全体の規模が縮小しているために、この分野に関して豊


富な経験と有能な能力を持っている人材までもが失職しかねない状況にあります。信頼を築き支える


のは“人”であり土木に関係する方々の活性化が、厳しい現状を切り開き業界の未来につながるとの


思いを込めて開催するものです。 
 社会の基幹産業である“土木”本来の目的を達成し続けるには、“土木分野に生きる人たち”が、厳


しい状況を受け入れ、人材を活かし、これまでに先人たちが築いた財産を誇りに思い、楽しく前向き


に切り開いていく以外にありません。今回参加された方々に、更なる自信と誇りを持っていただき、


それが土木ひいては地球の将来に大きな力となることを願っています。 
 


 企 画 概 要 （詳細要領は別紙参照） 
 
１．日 時   平成 22 年 11 月 5 日（ 金 ）  


第 1 部  フォーラム  13：15 ～ 17：15 （CPD : 3） 


第 2 部  交流会    17：30 ～ 19：30 


２．場 所   ラマダホテル大阪（地下鉄御堂筋線 中津駅直結） 
３．講演者  【基調講演】楠見晴重氏（関西大学 学長）  
       【特別講演】櫻井春輔氏（財団


法人建設工学研究所 理事長、神戸大・広島工大名誉教授） 
       【ディスカッション】 《総合討論》 《会場を入れての意見交換》 


（話題提供）山本 剛氏（近畿地方整備局 技術調整管理官） 
              二宮 彰氏（日建設計 設計部門設計室長；東本願寺御修復設計監理室） 
４．参加費    第 1 部： 無料       第 2 部：2,000 円（予定）当日徴収 
５．申込方法  別紙の申込書をメールまたは FAX で送付してください。 


問合せ先：協同組合関西地盤環境研究センター  担当 楠本 
            〒566-0042 摂津市東別府 1－3－3         電話 06－6827－8833   


              E-mail : service@ks-dositu.or.jp       FAX  06－6829－2257 
 


参加ご希望の方は、当日会場までお越し下さい。 





